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木材研究所、宇治市五ケ庄の東京第二陸軍造兵廠宇治製造所跡地（現宇治構内）

の無償貸与をうけ大半を移転。

京都帝国大学は京都大学と改称。

吉田分校及び宇治分校を設置。

教養部宇治分校が廃止となり、吉田分校に統合。

国立工業教員養成所の設置等に関する臨時措置法公布。

京都大学を含む全国9ヶ所に設置(京都大学は宇治キャンパスに設置)。

化学研究所、大阪府高槻市から京都府宇治市に移転。

工業教員養成所廃止。

工学研究所、宇治地区への移転完了。

防災研究所、宇治地区への移転完了。

食糧科学研究所、宇治地区への移転完了。

工学研究所を原子エネルギー研究所に改組。

工学部附属超高温プラズマ研究施設を改組、ヘリオトロン核融合研究センター

設置。

超高層電波研究センター(全国共同利用センター)設置。

ヘリオトロン核融合研究センターの一部を統合し国立共同研究機構核融合科学

研究所発足。

木材研究所を木質科学研究所に改組。

原子エネルギー研究所とヘリオトロン核融合研究センターの一部を統合、

エネルギー理工学研究所に改組。

超高層電波研究センターを宙空電波科学研究センターに改組。

化学研究所、エネルギー理工学研究所、木質科学研究所、食糧科学研究所、防災研

究所及び宙空電波科学研究センターの各事務部が宇治地区事務部として統合。

食糧科学研究所廃止。大学院農学研究科と統合。

国立大学法人京都大学設立。

木質科学研究所と宙空電波科学研究センターが統合、生存圏研究所(全国共同

利用研究所)に改組。

生存基盤科学研究ユニット設置。

次世代開拓研究ユニット設置。

宇宙総合学研究ユニット設置。
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宇治キャンパスの年表 特 　 別 　 展 　 示

昭和22年4月、木材研究所（現生存圏研究所）が宇治キャンパスに移転、研究を始めました。
また、昭和24年には京都大学宇治分校の設置が決定され、同25年5月に開校してから、同
36年吉田分校に統合されるまで、1回生は宇治分校で授業を受けることになりました。当時
の写真のほか、各研究所等の懐かしい写真を展示し、宇治キャンパスの歩みを紹介します。
また、このたび宇治キャンパスに完成した京都大学宇治おうばくプラザの建設されるまでの
経過を「宇治おうばくプラザ完成まで」として写真で振り返ります。

■ 日　時 ： 平成21年10月24日（土）・25日（日） 9：30～16：30
■ 会　場 ： 宇治おうばくプラザ2階ハイブリッドスペース（会場案内図（7・11ページ）の　 ）1

総 　 合 　 展 　 示

■ 日　時 ： 平成21年10月24日（土）・25日（日） 9：30～16：30
■ 会　場 ： 宇治おうばくプラザ2階ハイブリッドスペース（会場案内図（7・11ページ）の　 ）
■ 参加研究所等 紹介ページ

　　　 ・化学研究所 13～14
　　　 ・エネルギー理工学研究所 15～16
　　　 ・生存圏研究所 17～18
　　　 ・防災研究所 19～20
　　　 ・大学院農学研究科（宇治地区） 21～22
　　　 ・大学院エネルギー科学研究科（宇治地区） 23
　　　 ・大学院工学研究科航空宇宙工学専攻（宇治地区） 24
　　　 ・大学院工学研究科原子核工学専攻（宇治地区） 25
　　　 ・大学院工学研究科附属量子理工学教育研究センター 26
　　　 ・大学院情報学研究科（宇治地区） 27
　　　 ・低温物質科学研究センター（宇治地区） 28
　　　 ・産官学連携センター（宇治拠点） 29
　　　 ・生存基盤科学研究ユニット（宇治地区） 30
　　　 ・次世代開拓研究ユニット（宇治地区） 31
　　　 ・宇宙総合学研究ユニット（宇治地区を含む全学） 32
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